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電源オン/入力訂正/訂正キー

電源を入れる時に押すキーです。入力中にこのキーを押すと、入力した数
値を訂正できます。誤って入力した後に  キーを1度押すと入力中の
数値がクリアされますので、正しい数値を入力し直してください。またこ
のキーを続けて2度押すと、メモリを除く全ての計算がクリアされます。
（設定してある税率はクリアされません。）

4   ( 64. )

( 0.5 )

◆     キーを押し間違えたときは、そのまま正しいキーを押し直
してください。   キーを押す必要はありません。

2  

◆税額表示後、  /  キーを押すごとに、金額→税込額／税抜額→税額の順に
表示されます。

(2)税抜計算
例：税込表示額1550円と1600円の合計額/税抜額/税額を求めます。
　　（税率：5％）

 1500  500 

税額

税込額

合計額 =1500+500
=2,000

(1)税込計算
例：税抜表示額1,500円と500円の合計額/税込額/税額を求めます。
　　（税率：5％）

メモリプラスイコールキー
数値または演算結果をメモリに加算するときに使います。
メモリマイナスイコールキー
数値または演算結果をメモリから減算するときに使います。
リコールメモリ／クリアメモリキー
1回押すと、メモリ内の数値を呼び出します。続けて2度押すと、メ
モリ内の数値をクリアします。

■メモリを使った計算

◆アンダーラインが引かれた数字が自動的に定数となります。乗算の場合は、定数を
先に入力します。
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2+3=5
4+3=7
1–2=1
2–2=0
2x3=6
2x4=8
6÷3=2
9÷3=3

◆計算を始める前に、必ず  キーを2回押してください。

税抜額

税額

合計額 =1550+1600
=3,150

計算しましょう

■定数計算

PUB. E-IJ-975

◆  の後続けて  キーを（n－1）回押すと、n乗が得られます。
◆   キーを続けて押せば、逆数が求められます。

税率設定
（税率5％の場合）

税率確認
（税率5％の場合）

1,200–(1,200x17.5%)=990 1200  17  5

1200  17  5 1,200+(1,200x17.5%)=1,410

■パーセント計算

300  27 　= 8127
100

①300の27％は？

11.2
56

②11.2は56の何％？

11  2  56 x100 = 20

■割増し計算

■割引き計算

税 計 算 機 能
計算例 

140–25+22=137

9÷5x3.2+7=12.76

(2+4)÷3x8.1=16.2

入力訂正の例
(誤)2x2→(正)2x3=6

(誤)152x→(正)152+99

=251

操　作 

 

140  25  22 

9  5  3  2  7
2  4  3  8  1 

2  2  3 
152  99 

■基本計算

表示

( 0.)
( 137.)
( 12.76)
( 16.2)

( 6.)
( 251.)

= 0.51
2

逆数計算

自乗・べき乗   43 = 64
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(M 200.)
(M 182.)
( 182.)

  
3  4 
6   2 

200 

（メモリのクリア）

( 81.)

( 20.)

( 1'410.)

( 990.)

 5

( 2'000.)

(税込  2'100.)

(税額  100.)

 1550  1600 ( 3'150.)

(税抜  3'000.)

(税額  150.)

 

300x

      3x4 =   12
–) 6÷0.2 =   30

–18
+)              200
                 182

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(M 99'999'999. )

(ME 1.0005608 )

(M 1.0005608 )

(M 99'999'999. )

200  0 

33333333  3 

123  456 

◆オーバーフローした計算結果はメモリに累積されません。

↑

123456  7890 
(E      9.7406784)

123,456x 7,890
             = 974,067,840

演算結果は上位8桁のみを表示し、下位桁はカットされます。そのとき
演算結果に小数点が表示されます。最上位桁から小数点までの桁数を数え
ると、カットされた下位桁の桁数を知ることができます。

次の場合は、オーバーフローサイン(E)を表示して、以降の置数、演算を停
止します。オーバーフローは  キーを押して解除してください。

メモリがオーバーフローしたときは、  キーの後に  キーを続けて
押せばオーバーフローする直前のメモリ内容を呼び出すことができます。

(2)メモリ内容の整数部が8桁を超えた場合(Mが点滅します。）

(1)入力または演算結果の整数部が8桁を超えた場合

(3) 除数が0の除算を行った場合

オーバーフロー

エラー

(E 0.)

→




